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かしこく   やさしく  たくましく 
 

野球の大谷翔平選手のことは皆さんよくご存知だと思います。大谷選手

は自身のインスタグラムを更新し、この中で日本語と英語で、日本国内に

あるおよそ 2 万校すべての小学校に、3 つずつ、合わせておよそ 6 万個の

グローブを寄贈することを明らかにしました。大谷選手は、みずからの写

真やグローブの写真とともに「野球を通じて元気に楽しく日々を過ごして

もらえたらうれしいです。このグローブを使っていた子どもたちと将来一

緒に野球ができることを楽しみにしています！」などとつづっています。 

 なんて素敵なことでしょう！！南野上小学校にもグローブが右利き用２つと左利き用 1 つが

届きます。楽しみに待っておいてください。若くして才能を発揮させ、大活躍している大谷翔

平選手について、彼の子ども時代の過ごし方、育てられ方に、今の成功の秘密が隠されている

かもしれません。大谷選手の家族のお話と僭越ながら私の子育ての経験から感じていることを

紹介します。              

子どもの選択に任せる 

●「母は、僕のやりたいことを僕のやりたいようにやらせてくれた」（本人の言葉） 

●「夫も私も子供の人生の選択には口を挟みません」（母の言葉） 

●「メジャー行きを宣言したのも、日本ハムを選択したのも息子の意志。自分が納得する方向に進むの  

が一番です」（父の言葉） 

本人が好きなこと、望むことをご両親は何よりも優先させ、大きな決断もそっと見守ってい

たそうです。しかし、親はよかれと思って、子どもにいろいろとアドバイスをします。本人の

思いと親の思いが違ったとき、どのような判断をさせるかです。これは、親として大変悩みま

すが、私は子どもの気持ちを大切にしたいと思います。 

結果よりも楽しむことを優先 

●「野球って楽しくなきゃいけない。やり過ぎて嫌になってしまっては良くない。めりはりは大事にし

た」（父の言葉） 

●「私は結果より、チームの皆さんと楽しそうに戯れている姿を見る方が嬉しい」（母の言葉） 

お父さんはリトルリーグの監督でしたが、野球漬けのスパルタではありませんでした。結果

を求めて本人を追い立てることはせず、「好きな気持ち」を大事に、楽しむ様子を見守ってい

たそうです。しかし、なかなかそのような気持ちになれないのが本音ですね。私ならやはり勝

って欲しいし、活躍して欲しいと思います。ただ負けたときや失敗したときにどのような声を

かけるかだと思います。                                 

叱られたことがない 

●「私たち親がガーッと怒らなければいけなかったことが、考えてみると本当になかったと思います」  

（父の言葉）   

ほとんど怒ったことがないという両親。子どもを信頼していればこそ。その信頼感が伸び伸

びとした性格を育み、好奇心ややる気につながったようですが、それだけ世話のない子どもだ



ったのでしょう。叱りすぎると、子どもは親に叱られないような行動をとります。例えば、そ

の場さえ乗り切ればよいと思って嘘をつく、善悪を判断することよりも親に叱られないような

行動をとるので、本当の意味で悪いことをしたという自覚を持てないように思います。 

リビングで過ごす 

●「兄と共同の部屋が二階にあったんですけど、（中略）実家にいた時はリビングにずっといた感じで

す」（本人の言葉） 

●「我が家は玄関からリビングを通らなければ自分の部屋に行けないので、いつも家族が見えるところに  

いました。みんな、ここでご飯を食べて、ここで勉強して、ソファに移動してテレビを見て、そして寝  

る感じでした。子供部屋は一応あったんですけど、ほとんど使っていなかったですね」（母の言葉） 

コミュニケーション力も高いと言われる大谷選手。チームメイトや先輩、多くのファンに愛

されるキャラクターは、家族と過ごす時間の中で培われたようです。私も家族との会話はとて

も大事だと思います。その中で語彙力やコミュニケーション力、道徳心を幼い頃から学んでい

くと思います。 

親自身が楽しむ 

●「会社の飲み会や友達との付き合いはしなくなりました。でも、子育てのために無理してそうした訳で

はなくて、息子たちと野球をやっている方が僕自身も楽しかったんです」（父の言葉） 

子どもは親の気持ちや姿勢に敏感です。親も一緒に楽しむことで競技がもっと好きになり、

がんばる気持ちにつながります。子どもがしんどい思いをして一生懸命頑張っているのに、親

は知らんぷりはいけません。子どもと共に喜んだり、つらい思いをしたりしながら、子どもと

一緒に成長していくことが大事だと思います。 

 子育てはこうすれば正解というものがなく、これでいいのだろうかと悩みながら親も子も一緒

に成長してくことだと思います。今年も残りわずかとなってきました。冬休み中は、クリスマ

スにお正月など家族で過ごすことが多いです。是非この機会に子どもとたくさん話をし、エネ

ルギーをいっぱいためて 3 学期元気に登校してほしいです。   （校長 松元 由里子） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 《1 月の行事予定》 

９日（火）3 学期始業式 セーフティネットの日 

１０日（水）みなみの子ふれあい活動（七草探し） 

１４日（日）九品寺如来会式 

１６日（火）東海南中学校入学説明会 

２０日（土）和歌山県 PTA 研修会（白浜町） 

２１日（日） 南野上公民館主催 

グランドゴルフ大会（予備日 28 日） 

２０日（土）２１日（日） 

 市児童生徒作品展・科学作品展（保健福祉センター） 

２３日（火）新入児入学説明会 

２４日（水）SC 来校  

《2 月の行事予定》 

 ４日（日）学習発表会、みなみの子感謝の日 

南野上人権ふれあい集会 

 ５日（月）振替休業 

 ８日（木）小中連携英語発表会（住民センター） 

（三野上小５年生と東海南中２年生） 

２２日（木）SC 来校 

２３日（金）～２５日（日）冬の美術展（海南ノビノス） 

２４日（土）みなみの子ふれあい活動（たんぽぽの会） 

 

 南野上公民館文化祭 

１１月１８（土），１９日（日）に 

文化祭が開催されました。18 日の 

午前中子どもカローリング大会があり、みん

なで楽しくカローリングをしました。午後か

ら芸能発表会があり、オープニングで、亀の

川念仏踊りに参加をした児童もいました。子

ども達は、全員文化祭に来ていて、模擬店で

たこやきを食べたり、フランクフルトを食べ

たりして楽しみました。とてもおいしかった

です。芸能発表会の最後にみんなで南野上音

頭を踊りました。 


